
五

資

料

調

査

の

成

果

は
じ
め
に

江
戸
時
代
を
通
じ
て
越
中
の
東
本
顧
寺
派

（現
真
宗
大
谷
派
）
の
触
頭
寺
院
で
あ
っ
た
善
徳
手

に
は
、
加
質
藩
前
田
家
と
の
関
係
を
示
す
質
重
な
調
度
品
を
は
じ
め
と
す
る
芙
術
工
芸
品
や
真
宗

史
料
が
所
蔵
さ
れ
、
そ
の
一
部
は
富
山
l
I
I
ぶ
指
定
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

絵
画

・
彫
刻
・
什
器
類
が
数
多
く
残
さ
れ
、
か
つ
保
存
の
状
態
も
良
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

平
成
一
七
年
度
か
ら
一
九
年
度
に
行
わ
れ
た
歴
史
資
料
悉
皆
調
査
に
よ
っ
て
精
度
の
高
い
「
善
徳

寺
歴
史
資
料
目
録
」
が
作
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
蓮
如
な
ど
の
書
跡
、
由
緒
を
は
じ
め
、
触
頭
と
し
て
多
く
の
寺
院
を
統
括
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
本
山
や
加
賀
藩
、
末
寺
等
の
往
復
文
書
や
法
会
、
経
営
関
係
の
文
内
な
ど
膨
大
な
凪
の

近
批
文
書
資
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
昭
和
五
四
、
在
五
年
度
に
富
山
県
教
育
委
貝
会
に
よ
っ
て
「
古

文
書
緊
急
調
査
」
が
行
わ
れ
、

「城
端
別
院
蒋
徳
寺
史
料

11録
」
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
訓
在
を
う
け
、

調
査
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
書
跡
、
古
文
書
、
冊
f
類
、
合
計
五
九
九
六
件

（九
三
0
九
点
）
が

「
城
端
別
院
蒋
徳
寺
文
害
」
と
し
て
昭
和
五
八
年
に
県
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
未
整
理
で
は
あ
る
が
、
近
代
以
降
の
文
書
等
が
保
管
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
膨
大
な
資
料
類
の
な
か
か
ら
、
建
造
物
の
普
請
や
構
造
、
破
損
等
の
記
録
が
記
載
さ

れ
た
も
の
を
抽
出
し
て
変
遷
等
を
追
う
と
と
も
に
、
建
造
物
の
詳
細
調
査
で
見
ら
れ
る
痕
跡
等
を

裏
付
け
る
資
料
を
探
し
出
す
こ
と
と
し
た
。

既
往
調
査
資
料

善
徳
寺
を
構
成
す
る
諸
建
築
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
跨
ま
え
な
が
ら
詳
細
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
調
査
内
容
や
資

料
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
。

ま
ず
、
昭
和
五
六
年
に
富
山
県
教
育
委
貝
会
が
行
っ
た

『窟
山
県
近
世
社
寺
建
槃
緊
急
調
査
』

が
あ
る
。

太
鼓
楼
・
台
所
門
・
式
台
門

・

山
門

•

本
堂

・

鏑
楼
の
調
査
が
行
わ
れ
、
太
鼓
楼
は
方

二
間
・
重
陪
•
四
庄
造
銅
板
丑
、
台
所
門
は
正
而
九
問

・

側
面
三
間

・

切
妻
造
平
入
・
桟
瓦
荘

・

長
屋
門
、
式
台
門
は

一
間

二
戸
•
四
脚
門
・
切
妻
造
平
人

・

前
後
向
唐
破
風
付

．

銅
板
丑
、
山
門

は
三
間
三
戸
重
阿
八
脚
門

・

山
廊
付
•
本
瓦
鉦

・

山
廊
桟
瓦
丑
、
本
堂
は
正
而
七
間
・
側
而

―
二
間
・

二
Ji0
)

入
母
届
桟
瓦
丑
・
向
拝
三
間
付
、
鐘
楼
は
方

一
間

・
入
け
屋
込

・
銅
板
鉦
、
と
報
告
さ
れ
て
い
る

そ
の
後
、
平
成
六
年
、
富
山
県
教
育
委
員
会
の

『富
山
県
近
代
和
風
建
染
総
合
調
木
n
』
に
よ
っ

て
、
明
治
―
―
一
年
に
上
棟
さ
れ
た
経
蔵
の
調
査
が
行
わ
れ
、
桑
山
石

（凝
灰
岩
）
碁
壇
・
方

一
間

身
舎
に
方
三
間
裳
階

・
桟
瓦
荘
・
漆
喰
壁
、
と
報
告
さ
れ
、
県
内
で
も
稀
有
な
輪
蔵

（八
角
形
）
、

と
の
考
察
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
六
年
に
は
、
金
沢
上
業
大
学
の

L
屋
敦
火
教
授

（当
時
）
に
よ

っ
て
「
祇
徳
在
の

建
哭
物
及
び
絵
図
面
の
調
在
」
が
行
わ
れ
た
。
各
時
代
の
絵
図
面
八
点
の
検
証
と
そ
れ
を
駈
に
し

た
建
築
物
の
調
介
で
、
伽
藍
内
の
建
築
物
の
変
造
を
明
確
に
し
た
調
在
で
あ
る
。

使
用
し
た
絵
図
面
八
点
は
、
「
城
端
絵
図
」

（一

し
二
六
）
、
「
並
ぃ
徳
寺
絵
図
」

（年
不
詳
）
、
「
伝

宝
暦
善
徳
寺
絵
図
」

（図
に
は
宝
歴
と
あ
る
が
、
当
時
な
い
は
ず
の
現
山
門
が
描
か
れ
て
い
る
）
、「伝

文
久
善
徳
寺
絵
図
」

（後
に
嘉
永
年
中
の
絵
図
と
判
明
）
、
「
山
門
・式
台
門
設
計
図
」

（一

八
憔
紀
末
）
、

「
明
治
平
而
図
」
、
「
平
成
平
面
図
」
、
「
届
根
鉦
替
絵
図
」

(-
八
九
九
ー

一
八
六

一）

で
、
各
建
造

物
や
部
歴
等
が
、
各
絵
図
血
に
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
に
よ

っ
て
、
増
改
築
や
修
復
の
流

れ
を
網
羅
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
人
妓
楼
、
式
台
、
対
面
所
、
台
所
門
、

（大
納
言
の
間
）
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
建
物
が
が
保

―一

年

（一

七
二
六
）
の
城
端
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
ヤ
成

―一

年
に
拘
徳
寺
が
発
行
し
た

「蒋
徳
じ
丈
丈
」
に
は
、
こ
の
調
在
に
つ
い
て
加

筆
修
正
さ
れ
た
も
の
が
「
城
端
蒋
徳
寺
の
諸
建
築
と
絵
図
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、

In
城
端
町
や
笹
徳
寺
所
蔵
の
占
文
苫
類
に
つ
い
て
は
、
長
年
、
文
化
財
保
護
委
日
（
や
啓

徳
寺
宝
物
館
職
員
を
務
め
た
齋
藤
耕
三
氏
が
詳
し
く
、
平
成

一
六
年
に
城
端
町
が
発
行
し
た

『城

端
町
の
歴
史
と
文
化
』
に
は
、
氏
に
よ
る
「
善
徳
寺
伽
藍
」
が
掲
載
さ
れ
、
善
徳
寺
所
蔵
の
近
川

文
書
の
中
か
ら
、
本
棠
上
棟
ま
で
の
勧
化
依
頼
文
内
の
紹
介
と
府
衷
が
明
治
．
ニ
ー

一
0
年
の
間
に

現
状
の
形
に
な
っ
た
と
い
う
考
察
が
示
さ
れ
て
い
る
。

図
面
類
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
九
年
に
市
物
収
蔵
節
建
繁
の
確
忍
中
品
の
た
め
に
全
体

平
而
図
を
作
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
昭
和
六
て
年
に
は
、
ヤ
ー
肪
町
指
定
文
化
財
で
あ

っ
た

将
徳
寺
建
造
物
を
県
の
指
定
に
す
る
た
め
の
質
料
格
備
と
し
て
、

111
門
の

一
階
・

ニ
階
平
而
図
、

正
面
・
側
面
立
面
図

・
断
面
図

（一

冗
0

)

、
節
楼
の
平
而
詳
細
図
、
東
側
・南
側
立
而
図
、
縦
．

横
横
断
図
、
天
井
・
屋
根
伏
図

（
「
三
0

)

が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

平
成
五
年
に
は
、
先
述
の
土
届
教
授
の
調
査
に
先
立
ち
、
当
時

（財
）
文
化
財
建
造
物
保
存
技

術
協
会
の
上
野
幸
夫
氏

・
-)
1
7
久
徳
氏
の
実
測
、
金
沢
下
架
大
学
建
紐
ふ
学
科
七
届
研
究
宅
作
図
に

よ
る
全
建
造
物
の
個
別
ヤ
面
図

(―

I

0
0
)
が
作
成
さ
れ
、
圃
時
に
城
端
町
が
作
成
し
た
袴

徳
寺
測
屈
平
面
図

（一

に
個
別
平
而
図
を
縮
小
し
て
張
り
込
む
形
で
姓
物
配
叩
111
図
が

作
成
さ
れ
て
い
る
。
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今
回
の
調
査
に
お
い
て
、

平
成
五
年
作
成
の
測
贔
図
を
几
に
境
内
地
を
再
測
址
し
、

建
染
年
代
の
追
い
を
明
ら
か
に
し
た

デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
化
し
た
。
各
建
物
の
角
を
測
凪
し
て
建
物
の
軸
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
建
物
の

文
献
史
料

文
献
の
調
木
IL
と
し
て
、
調
木
几
委
員
の
協
力
を
あ
お
ぎ

「城
端
別
院
怜
徳
が
史
杜
1
1
録
』
の
「
一
↓ヽ

古
又
h
1
1
1
1
録
」
か
ら

「並ル
111

，
作
れ
」
の
珀
に
分
類
さ
れ
て
い
る
古
文
書
を
確
詔
し
た

（衣
3

)

六
七
件
、
九
四
点
の
史
料
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
古
文
I
t
り
で
あ
り
、

今
阿
、
特
に
新
た
な
発
見
は
併
ら
れ
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
「
将
請

・
作
事
」
の
項
以
外
の
「

二
、
冊
子
類

H
録
」
に
「
（
城
端
袴
徳
寺
台
所
営
繕

方
芥
二
付
御
断
）
」
（
『
〈
一
〉
一

四
七
じ
）
が
あ
り
、
こ
の
文
1111

は
年
小
詳
で
は
あ
る
が
、
内
容

か
ら
、
明
治
の
初
め
こ
ろ
に
大
風
に
よ
る
破
相
の
た
め
、
叶
衷

（台
所
）
の
規
校
を
縮
小
し
た
こ

と
が
わ
か
る
直
叩
な
史
料
で
あ

っ
た

（並11
紅
叩
関
係
史
料
抄
史
料
八
）

そ
の
ほ
か
に
、
今
川
、
枡
史
料
と
し
て
、
大
納
．
い
の
間
の
襖
を
張
り
朕
1

え
た
際
に
ペ
J
L
IIん
さ
れ
た

下
張
り
史
料
を
」
ハ
．

一点
確
認
し
た
年
り
が
わ
か
る
も
の
で
、
明
和
年
代
か
ら
明
治
じ
年
ま
で
の

文
占
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、巾
指
定
文
化
財
「
畑
文
l
tEl
」
の
中
の
一
冊
で
あ
る
『
落
架
拾
追
」
に
は
、
宜
暦
九

（一

し
五
九
）

年
の
段
に
、
卯
裏
に
つ
い
て
「
芝
階
建
て
の
庫
裏
が
建
槃
さ
れ
た
が
、
翌
年
の
大
風
に
よ
っ
て
揺

ら
ぎ
、
危
険
な
の

で
二
階
部
分
を
取
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
窓
の
出
述
が
あ
る

辿
築
卯
代
等
に
閃
係
す
る
、
じ
な
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
翻
刻
し
、
晋
蘭
関
係
史
利

抄
と
し
て
掲
載
し
た
。

絵
図
・
図
面
資
料

先
に
行

っ
た
歴
史
質
料
調
木
IL
に
よ

っ
て
、
西
徳
寺
に
閃
係
す
る
絵
図
類
は

一
四
点
確
認
さ
れ
て

い
る
「
人
門
設
計
図

（志立）
1

(

万
）」

は
、
城
端
大
上
組
合
日
が
所
有
し
て
い
た
設
計
絵
図
面

が
軸
装
さ
れ
て
お
り
、
文
化
年
間
に
山
村
輿
四
郎
に
よ
っ
て
朱
苫
き
さ
れ
た
と
い
う
「
大
門
設
計

図

（志豆
）」

を
含
ん
で
い
る
明
治
二
八
年
作
成
図
の
万
し
で
あ
る
「
舟
徳
寺
境
内
絵
図

（
1
）」

に
は
、
本
紙
右
上
に
「
明
治
廿
八
年
御
逹
二
枯
キ
窮
山
縣
應
へ
凶
出
シ
タ
ル
城
端
別
院
1
1
牛
取
納

図
'
/
j
乍
こ
と
あ
る
＇
「
停
徳
か
橙
内
絵
図
（

2
）
」
は
こ
れ
ま
で
の
調
介
で
「
配
叩
111
中
伽
T11
図」

と
し
て
い
る
絵
図
で
、
汀
戸
時
代
後
期
の
図
血
だ
が
、
そ
の
時
期
に
あ
る
は
ず
の
な
い
辻
物
伺
卜
し

が
同
じ
図
面
じ
に
描
か
れ
て
お
り
、
山
門

・
式
台
門
の
改
社
内
に
付
随
す
る
配
叩
111,r
定
図
と
考
え

ら
れ
る
「
西
徳
が
塙
内
図
」
は
、
木
箱
の
船
に
「
善
徳
芋
1
11
岡

党

保

年

間

」
と
占
か
れ
て
い
る

そ
の
ほ
か
、
個
別
の
図
而
と
し
て
「
城
端
別
院
菊
門
図
血
」
（
今
堀
佐
七
郎
作
）
や
「
大
門
敷
石
等
図
」

が
あ
る
個
人
所
布
で
は
、
城
端
治
の
小
原
治
爪
右
衛
門
家
が
所
有
し
て
い
る

「
城
端
御
坊
全
屎
図

（伝

｛
玉
府
年
中
）」

・
「
城
端
御
坊
全
屎
図

（伝
茄
、
水
年
中
）」

が

あ

る

特

に

「
城
端
御
坊
全
景
図

（伝

茄
永
年
中
）」

は
、
袴
徳
年
が
発
行
し
た
印
肌
物

「教
如
卜
人
と
空
勝
俯
都
」
に

「
文
久
介
聞
城

端
御
坊
令
屈
図
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
、
長
年
、
「
伝
文
久
苫
徳
I

J
絵
図
」

と
評
ば
れ
て
い
た
が
、
内
題
に
は
後
軋
の
手
で
あ
る
が
「
古
代
城
端
別
院
令
屎
図
茄
、
水
年
中
九

代
之
相
治
五
右
衛
門
雄
蔵
晶
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
を
確
詔
し
た

今
I
n
l
新
た
に
確
認
し
た
図
面
は

一一
点
で
あ
る
。
一

点
は
、
南
砺
市
立
城
端
図
古
館
に
寄
託
さ
れ

て
い
る
洲
崎
文
書
の
中
に
あ
っ
た
、
苫
徳
寺
の
問
取
り
半
面
図
「
御
坊
半
面
図
」
で
あ
る
。
こ
の

絵
図
に
は
年
サ
等
の
記
叔
は
な
く
、
紙
質
や
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
か
ら
近
年
の
写
し
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
山
門
が

111
山
門
で
あ
る
こ
と
と
、
台
所
門
付
近
に
火
I

v

1

一年

（一

し
八
一＿
．）
の
文
h11
に
も
名
が
あ
る
か
役
人
の
「
吉
村
多
仲
屯
」
が
あ
る
こ
と
、
本
棠
は
現
状

と
屈
じ
で
あ
る
こ
と
乍
よ
か
ら
、
如
兄
政
期
に
拙
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
確
定
し
た

二
点
1
1
は
、
今
刊
の
調
介
で
宝
物
館
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
無
造
作
に
納
め
ら
れ
て
い
た
断
筒
の
中

か
ら
見
つ
か

っ

た
、
卯
裏
の
陸
板
の
規
模
を
ぷ
し
た
図
の

一
品
で
あ
る

（口
絵
~
ナ
良
参
照
）
こ

れ
は
、
「
城
端
御
坊
令
屎
図

（伝
茄
水
作
中
）」

の
み
に
描
か
れ
て
い
た
規
校
の
大
き
い
豪
華
な
沖

衷
を
裏
付
け
る
広
只
料
と
し
て
人
き
な
発
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
絵
図
の
一
部
と
み
ら
れ
る

断
簡
が
多
く
あ
り
、
丘
茄
永
期
の
対
面
所
周
辺
の
改
修
お
よ
び
祈
御
殿
新
築
の
計
圃
図
や
参
考
賓
料

と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ

っ
た
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2 普請 ・作事
史料番号 願 名 年月日 （西厄） 形態 通数

2024 西徳寺御堂再廷に付本山より勧方願（上郎欠） 窯 1呆3勾こ3月 1743 ー紙 1 

2025 御堂再廷のため懇志願に付上申よ 究イ呆2句ご 1742 ー紙 1 

2026 城端御坊御堂再迂に付占状 8月24日 続紙 1 

2027 御坊御堂成就に付御遷仏供五案内状 8月 紛辞氏 1 

2028 城端御坊御堂再建成就の御礼金上納に付礼状 11月 12日 続紐 1 

2029 城端御坊普砧入用銀借用よ 嘉永2年 6月 1849 ー紙 1 

2030 普訊方入用貸渡利息銀受取覚 嘉氷2年 9月2日 1849 包紙ー紙 4 

滋永3年 3月4日 1850 

芳永3年 12月 1850 

嘉永4年 4月 1851 

2031 1昔入ぶ艮び）イ牛に付頸状 安政5年 2月 1858 袋綴仕斗 1 

2032 御普記方銀子調迂に付返；＂ 2月23日 続紐 1 

2033 銀子オ覚に付ぶ1犬 七刀甜I, 1 

2034 城端御坊へ上納に付党 長帳仕立 1 

2035 御座敷普記に付奉加銀並に米指上等申上ぶ（前後欠） 約涜紙 1 

2036 1卸坊屋＇根修覆代等に付願 子 2月 続紙 1 

2037 勝手廻り惣普記入用残銀支払に付証文写 子 4月5日 続紙 1 

2038 宮追屋小左衛門等屋根板増願並に造用支払願 酉 6月9日 続紙 1 

2039 普：万勘定党（後欠） 約団紙 1 

2040 城端御坊御堂等修殺のため懇志取持に付申逹状 12月 18白 オ斤紙綴 1 

2041 城端御坊所修そU助焚取持に付依頼状 辰 7月 箱5入折紙 1 

2042 徐叫方所iイl多覆kイ寸取持方砧占 11月朔日 4 

2043 寺堂修覆普品の勧化許可願 宝暦4年 10月写 1754 ー紙 1 

宝暦4年 10月 1754 約涜紙 1 

2044 寺堂修覆普ふの勧化に付再願 宝瓜8年 11月5日 1758 続紙 1 

2045 そ卸堂戸m：勧ィヒ苅！に宝物拝礼に付承知の芦申達状 2月 19日 続紐 1 

2046 御堂屋根刃替のため御寿像並に御真影巡在に付案内状 未 3月 続紐 1 

2047 御堂等屋根n替のため御哀影巡在に付願 5月 約t紐 1 

2048 城端御坊修覆のため宝物弘通に付出状 巳4月 約t紐 1 

2049 善徳寺門修覆宝物弘通免許状写 6月 す斤紅t 1 

2050 城端御坊宝物弘通越後一国免許一件 辰 7月 ｝斤甜［

2051 城端御坊御堂内陳修復に付演説．り付 亥 7月 包紙続紙 1 

2052 城端御坊御堂修覆の遠忌籾行に付ぶI犬 12月 18日 オ斤紅t 1 

2053 J成端往阻方台所其外建物修理に付よ状 7月 17日 キ斤紙 1 

2054 表御殿修投並に塗り図り，E 酋 8月4日 2 

2055 西徳寺普山砧円（御殿普晶訊よ客座敷普出；；古―よ） 窪永2勾 3月 13日 1849 ー紙 2 

2056 1主居普詰の地面減少方に付よ状 12月28日 続紙 1 

2057 往叫方1卸堂屋根破損修理に付出状写 6月 19日 続紙 1 

2058 御坊御堂並に屋根修復に付ぶ状 辰 7月 廿斤紆t 1 

2059 稚肛方往0堂：居引我卸M杜反イ乍び）箕： 袋綴仕立 1 

2060 御坊鐙楼造営上棟儀式等に付ぶ状写 （元ネ桑7年） m5月 19日 1694 籾昧氏 1 

2061 釣街堂困根修復に付占状 未 4月 10日 一紐 1 

2062 御坊鐘楼再建等並に柱立に付占状 8月 12日 約売紆t 1 

8月 18日 打斤飢 1 

2063 御坊鐘楼再辿に付3状 5月晦日 箱入・包紙・折紙 1 

2064 1卸内意の住職住居造立に付□上む 双永元年8月 1848 続紐 1 

2065 普記場所並に普い日・普硝人等覚 長眼イ上ュ I 

2066 苔徳寺本堂修理用材木の金印許可願 延亨5年 7月 1748 ー紙 1 

2067 本願寺より用材迪送一件 7 

m材送り状写 仕i7月26日 袋綴仕斗

木オ木船桟送tーイ寸』状 m7月26日 続紙

用材送り状 閃7月26日 七刀甜I

越中行材木迎貸覚 （天保6年）7月 1835 七刀紙

2068 西徳i寺普請松木拝領に付申渡；［ 己両3月 続紙 1 

2069 木才木引立に付出状 閏4月朔日 続紙 1 

2070 材木迎び方に付．り状 6月 15日 続紙 1 

2071 普ぷ方相淡に付参坊依頼1犬 11月 16日 切紙 1 

2072 鋳場より銃寺入に付覚（後欠） 続紙 1 

2073 御坊御殿金箔御用に付入用金図りよ上 末 11月 続紙 2 

未 12月 12日 1 

2074 周多B市の引合に付ぶ状 申 10月 17日 紛枡我， 1 

2075 西徳寺門再建に付大工柴田新八郎願 約［紙 2 

逗留願 文化元年6月 1804 

逗留延期願

2076 大工与八庭内して気絶の沙汰一件 4 

与八気絶候に付申上苫 巳6月22日 ー紙

勺）＼気糸色に付，り状 6月22日 籾辞氏

与八の持病御尋に付返占の添状 ー紙

与八紐病のイ牛に付申上状下よ 6月 ー紙

2077 大工負料等よ上覚 玉印眼1土立一 1 

2078 ィ乍・J一＼人足貸心取状 西 3月 18日 ー紙 1 

2079 竹三こI:5i,i贔ぶ 酉 3月 七刀紙 1 

2080 イ乍1；党： 長帳仕立 1 

2081 イ乍可i入、月う賽： 長帳仕立 1 

2082 西徳寺大門下敷石細工場にて盗まれ物届m 巴 10月 切紙 2 

2083 石細工代銀ぶ上覚（前後欠力） 長帳仕立 1 

2084 懸所填内の大垣修覆に付達よ 天保11年 5月 1840 切紙 1 

2085 西1恋寺掛所普訊残銀一件 3 
末払に付訴状 延享九年10月 14日 1744 

木｝ムに付寺社奉行宛取斗方願状 延享2年 2月23日 1745 

末払に1寸届状 同年2月

2086 寺院平面図 袋人一紙 1 

2087 寺院建物揖図 ー紙 2 

2088 客殴ササノ岡等絵図 続紙 1 

2089 台所門絵図（←イ寸追伸文 約［紙 1 

2090 速成院殿御葬轡十分ーの絵図 窃永4年 12月 10日 1851 紛t紙 1 

表3 「城端別院善徳寺史料目録j「普請・作事」の項の古文書一覧
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史
料
一
「廓
龍
山
善
徳
寺
諸
略
記
」

（前
略
）

元
和
四

諷
年
八
月
鍾
鋳
造
作
人
式
尺
五
寸

（中
略
）

筵
水
十
年
御
党
再
興
尖

（中
略
）

延
享
三
い

年
八
月
堂
折
始
突

（中
略
）

同

（宝
肝
）
几
』
年
八
月
十

一
日
御
堂
成
就
訊
紅
J
l
r
`
ri]い

上
棟
儀
式
御
棟
札
御
使
俯
守
米
頂

蔽
、
同
九
川
廿

一
11
御
入
仏
供
性
、
一
座
大
会
、
圃
卜

H
卜
六

17
鈍
鋳
旺
コ
刈
謬
閲
j
伺
廿
一
言
日

引
到
十
寺
中

史
料
二

「城
端
善
徳
か
由
緒
略
苫」

（善
徳
寺
文
北
11

-

〈二〉

九
）

越
中
固
砺
波
郡
山
田
郷
城
端
苫
徳
寺
rtl
米
抜
屯
11

聞
桔
本
頻
＋
J
第
八
世
侶
証
院
殿
直
樗
也
、
文
明
年
中
信
証
院
殿
北
陸
御
経
廻
之
砒
、
加
州
河
北
郡

伊
賀
庄
砂
子
坂
村
周
党
法
印
＂
早
庵
之
1
1
1
地
二
お
ゐ
て
建
立
在
之

、
蓮
真
怯
印
汀
御
附
囮
之
御
事
、

(111
略
）

文
鬼
年
中
、
加
州
砂
子
板
村
よ
り
越
中
山
本
村
江
移
仕

（中
略
）

天
文
年
中
、

111
本
村
よ
り
福
光
村
江
移
住

但
、
城
端
江
移
転
之
後
、
伽
光
村
坊
跡
を
以
為
掛
所
、

T
今
相
続
仕
候

（中
略
）

永
孫
―

一年
、
城
ヶ
端
城
、
下
荒
水
大
膳
之
請
二
よ
り
て
福
光
村
よ
り
城
ヶ
端
江
移
住
、
則
大
膳
よ
り

安
府
仏
阿
弥
陀
如
米
[
]
都
井
城
門
等
寄
附
、

（中
略
）

一
、
第
六
肌
顕
証
院
空
勝
倍
都
、
顕
示
院
祐
勝
僧
都
女
聟
、
越
前
石
川
西
光
守
男
、
元
亀
元
年
九

月
よ
り
大
坂
御
坊
戦
之
側
、
不
惜
身
命
御
取
持
申
上
、
加
越
能
組
下
汀
中
談
、
兵
根
等
被
致
述

普
請
関
係
史
料
抄

（善
徳
訂
文
書

〈
二
〉
二
）

快
追 蒋

徳
寺
文
書
二
〈
一
〉
二

0
二
在
）

送
、
且
五
ヶ
山
焔
硝
玉
薬
御
寄
進
在
之
候
事
、

（中
略
）

慶
長
九
年
八
月
瑞
竜
院
様
御
巡
利
之
側
、
当
寺
ニ

―一
夜
御
止
宿
層
謬
躙
候
其
節
八
折
小
屏
風

似
飢
壱
双
井
御
膳
具
”
紋
拝
領
仕
、
丁
今
所
持
仕
候
、
且
地
面
御
寄
附
、
御
直
書
被
添
候

（中
略
）

宝
暦
九
年
八
月
十
一
日
、
御
指
成
就
二
付
、
棟
上
儀
式
御
棟
礼
御
指
下
、
御
使
俯
守
護
右
之
候

棟
札
左
之
通
、

大
谷
本
顧
寺
越
中
国
城
端
末
刹
前
大
俯
正
従
如
再
建
、

宝
肝
九
年
霊
八
j
J
十
一
日
頻
‘
t
誌

（中
略
）

人
明
冗
年
節
楼
営
再
建
有
之
候
事

（中
略
）追
加

認
政
十
二
年
閏
四
月
、
大
門
祈
始
、
文
化
六
年
十
月
、
大
門
棟
上
儀
式
有
之

右
等
之
外
‘
霊
印
井
御
寺
同
法
、
御
代
々
様
御
苫
等
伝
来
御
瓶
候
得
共
、
省
略
仕

41ヒ
候

布
、
古
冗
麿
殿
御
仕
職
被
仰
出
候
二
付
、
当
寺
御
由
緒
御
次
よ
り
御
尋
之
段
、
御
広
式
よ
り
被
仰

渡
、
翌
年
害
上
候
乍
ナ

史
料
三

「御
骨
ぷ
げ
建
の
た
め
懇
志
頻
に
付
ヒ
F
f
lK
I
I

」

乍
恐
以
書
付
奉
頻
候

当
春
二
J
J
廿
七
日
、
人
風
吹
御
幽
大
二
損
シ
傾
キ
巾
候
、
柱
根
等
朽
候
故
、
可
致
修
覆
様
無
御

座
候
、
口
口
先
達
而
御
注
進
中
上
候
処
、
被
達
御
聴
候
趣
御

□□
被
成
ド
、
伯
而
奉
拝
受
候
、

就
夫

、

当
御
坊
附
加
越
能
一
—
．
ヶ
同
御
門
末中
江
及
示
談
巾

候
得
者
、
当
時
困
窮
之
世
ヒ
ニ
御
附
候

間
、
取
頻
御
成
就
難
巾
候、

此

□口
俯
俗
心
を
合
、
白
他
之
懇
志
を
相
頻
、

一
ヶ

月
壱
人
三
銅
之

講
銭
取
結

（中
略
）

越
中
城
端
御
坊
い
譴
善
徳
寺

党
保
弐
年
何
月
何

11

御
家
老
衆
御
巾
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宝
暦
四
年
十
月

前
田
主
殿
助
殿

伴

八

矢

殿

不
破
彦
さ

殿

城
端

善
徳
寺

（善
徳
寺
文
書
二
〈

一
〉
―
1
0
四
三）

史
料
四

「
寺
堂
修
毅
将
請
の
勧
化
許
可
顧
」

奉
頻
11
上
之
党

一
、
当
寺
御
堂
、
凡
年
米
百
七
拾
年
斗
二
罷
成
、
柱
根
等
朽
捐
、
風
雨
之
側
、
別
危
御
廂
候
二

付
、
修
殷
仕
度
、
古
御
咄
取
毀
普
訥
取
懸
巾
候
得
共
、
白
分
門
徒
迄
二
而
ハ
中
々
再
建
難
仕
御

座
候
二
付
、
御
領
川
加
越
能
勧
化
之
義
、
奉
蒙
御
許
容
皮
矧
卜
之
巾
候
、
就
人
、
当
寺
111米
之

儀
少
々
左
二

巾
上
候

（中
略
）

史
料
五

「か
党
修
毅
将
01

叩
の
勧
化
に
付
内
馳
」

（笹
徳
寺
文
書
二
〈
一
〉
二

0
四
四
）

当
寺
本
堂
造
立
以
来
、
百
年
余
二
相
成
、
及
大
破
候
二
付
、
先
住
再
建
之
儀
存
立
候
処
、
自
他
門

徒
助
力
迄
二
而
ハ
成
就
難
仕
候
故
、
御
領
国
中
勧
化
之
義
奉
頻
度
内
存
二
御
座
候
所
、
病
気
指

出
、
不
遂
功
終
致
死
去
候
、
拙
俯
義
後
住
職
本
山
よ
り
被
巾
設
寺
務
仕
、
右
再
建
之
儀
、
先
住
志

を
継
仔
立
候
処
、
門
徒
共
助
成
二
而
ハ
成
就
難
仕
候
二
付
、
宝
歴
四
年
卜
月
、

御
領
田
中
勧
化
之

義
、
仕
11

付
を
以
相
願
候
処
、

11仕11
付
御
貼
取
被
ド
候
得
其
‘
f
今
御
沙
汰
無
御
座
候
、
然
処
、
近

年
段
々
門
徒
共
助
成
を
以
並
11

訥
仕
、
米
春
迄
二
柱
立
ハ
仕
巾
図
二
御
座
候
得
共
、
兄
祢
丘
l
I
f
巾
様

無
御
座
候
、
近
年
之
内
、
相
師
五
百
阿
忌
指
向
中
候
、
布
辿
忌
法
事
、

一
宗
寺
庵
相
応
致
執
行
巾

候
、
右
法
事
前
、
屋
祢
出
米
不
仕
候
而
者
、
必
至
与
指
岡
巾
儀
迷
惑
仕
中
候
、
御
時
節
柄
、
御
難

題
成
儀
二
御
座
候
得
共
、
当
寺
代
々
越
中
触
頭
役
＂
戊
相
勤

申
候
間
、
先
年
相
顧
骰
中
通
御
許
容
被

成
被
下
候
様
二
、
何
分
宜
被
仰
上
可
被
下
候
、
初
重
而
書
付
を
以
相
頻
申
候
、
以
上

宝
店
八
年
ト

一
月
五

11

善
徳
寺

（印
）

伴

八

矢

殿

不

破

彦

『

殿

大
脅
し
左
衛
門
殿

史
料
六

「
洛
菜
拾
辿
」

宝
暦
九
介

（中
略
）

御
坊
棟
L
式
九
月
廿
日
御
遷
仏
式

九
JJ卜
六
11

釣
鐘
無
巾
釣
リ
終
ル
廿
三
11
撞
初
式

台
所
杵
訥
ナ
ル
ガ
、

二
階
迄
出
来
シ
ガ
、

二
階
ノ
並
晶
叩
ト
ナ
リ
テ
木
材
ヲ
述
ブ
ニ

、
二
階
迄
花
追

ヲ
作
リ
、
牛
ノ
背
二
木
材
ヲ
載
セ
テ
運
ビ
シ
ナ
リ
、
其
レ
ガ
如
何
ニ
モ
日
新
ラ
シ
ク
、

町
中
ノ
人

ガ
大
勢
見
物
セ
リ
、
此
：
一階
モ
首
尾
能
成
就
セ
リ
、
如
何
ニ
モ
高
ク
誠
二
立
派
ナ
ル
建
物
ナ
リ
シ

ガ
、
其
翌
年
一1
月
、
以
テ
ノ
外
ノ
大
風
ト
ナ
リ
、

三
階
ヲ
揺
リ
動
シ
、

今
ニ
モ
吹
キ
飛
プ
カ
ト
怪

シ
マ
レ
、

二
階
モ
共
々
動
キ
方
ガ
烈
シ
ク
危
険
極
マ
レ
リ
、
此
侭
ニ
テ
ハ
保
チ
難
ク
、
相
談
ノ

上、

三
階
ヲ
揺
ギ
取
ル
事
ト
ナ
リ
、
惜
シ
ク
モ
今
ノ

ニ
階
迄
ト
ナ
リ
シ
ナ
リ

史
料
七

寺
礼
御
奉
行
所

文
化
J
C
年
八
月

「袴
徳
か
門
再
建
に
付
人
じ
柴

IU
新
八
郎
逗
留
延
期
願
」

善
徳
寺
門
再
建
二
付
、
京
都
本
山
棟
梁
大
工
柴
田
新
八
郎
被
指
下
、
門
惣
絵
図
等
引
立
、
普
請
取

懸
罷
什
候
所
、
右
新
八
郎
儀
逗
留
那
永
ク
相
成
候
問
、

一
先
相
返
候
様
、
当
六
月
被
仰
渡
、

（中

略
）
此
炭
雨
而
被
指

F
当
廿
二
11
参
上
仕
候
二
付
、
別
紙
’
L
J
付
を
以
御
屈

rP
L
候
処
、
逗
留
之

義
、
御
聞
屈
難
被

F
J
11

被
仰
渡
、
右
I
t1
付
御
返
被
相
成
候
、
右
新
八
郎
儀
、
近
米
井
波
瑞
泉
寺
本

棠
再
建
之
節
も
被
指
ド
候
而
、
始
終
新
八
郎
指
図
什
、

全
成
就
も
仕
二
付
、
今
度
西
徳
寺
門
惣
絵

図
も
新
八
郎
引
立
候
而
、
近
々
木
図
り
等
も
仕
筈
二
御
廂
候
所
、
当
時
少
々
な
ら
て
出
米
不
仕
義

二
御
座
候
、
前
段
之
之
通
、
余
人
巾
談
候
与
茂
相
弁
不
巾
、
先
達
而
墨
引
相
済
屈
巾
分
ハ
、
職
人

共
近
々
作
事
取
懸
肘
申
候
紺
共
、
其
余
之
分
ハ
如
何
取
斗
可
申
様
無
御
座
林
、
左
候
符
ハ
、
右
頻

之
趣
御
聞
届
無
御
座
候
而
ハ
、
善
徳
寺
門
再
建
成
就
茂
難
斗
、
甚
辛
労
至
極
仕
候
、
且
門
徒
之
者

共
、
甚
相
歎
罷
在
中
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
詮
義
を
以
て
逗
留
被
仰
付
被
下
様
仕
度
奉
存
候
間
、

幾
咀
二
も
御
憐
察
を
以
御
聞
届
被
ド
候
様
、
爪
而
奉
聞
上
候
、
以
上

（城
端
図
害
館
蔵
畑
文
書
）

悔
徳
10
立
就
無
住

府

坊

袴
徳
寺
文
忠
二
〈
一
〉
二

0
七
五
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史
料
八

「城
端
善
徳
寺
台
所
営
紐
方
等

二
付
御
断
」

（蒋
徳
寺
文
害
―
―
-
〈
-
〉
一

四
七
七
）

私
共
義
、
往
昔
よ
り
善
徳
寺
旦
家
井
講
中
二
御
座
候
処
、

一
昨
年
来
善
徳
寺
よ
り
依
頼
相
続

向
示
談
方
等
仕
罷
在
候
処
、
善
徳
寺
先
住
よ
り
兼
而
申
聞
之
趣
有
之
、
広
問
井
二
台
所
向
棟
高

之
処
、
大
風
之
節
、
甚
以
危
キ
候
二
付
‘
取
払
候
様
被
申
聞
、
取
払
方
治
定
二
相
成
、
則
右
取
払

ガ
相
談
ニ
ハ
肝
煎
講
松
本
オ
卓
[

•

伊
束
市
曲
I
I
•
林
庄
兵
衛
・
得
能
小
四
郎

・

伊
藤
祐
明
・
中
田
清

兵
衛

・

小
竹
六
郎
兵
衛
•
吉
崎
治
郎
作

・

長
谷
川
文
右
衛
門
町
方
諸
講
中
、
近
在
講
中
詰
合
、
私

共
為
打
合
取
極
竿
児
中
候
所
、
去
ル
五
月
三
日
之
大
風
二
而
台
所
之
屋
根
吹
損
シ
、
大
破
二
お
よ
ひ

無
拠
修
覆
二
取
懸
リ
候
処
、
少
々
古
木
不
用
之
品
在
之
候
二
付
‘
町
在
講
中
打
寄
、
又
々
示
談
之

上
、
従
来
古
道
具
商
業
之
者
共
打
寄
リ
、
右
古
木
売
払
呉
候
様
私
共
江
及
示
談
候
、

（中
略
）

門
徒
田
屋
村
田
矢
守
近

講
中
天
池
村
藤
井
市
郎

同

信

末

村

中

山

長

兵

衛

同

北

野

村

岩

井

藤

三
郎

門
徒
野
口
村
田
嶋
与
三
郎

門

徒

原

村

大

浦

庄

助

第
二
十
五
大
区

区
合
所

史
料
九

「荒
木
氏
旧
記
」

（城
端
図
書
館
蔵
洲
崎
文
書
）

宝
胚
（
九
）
已
卯
年

（中
略
）

九
月
五
日
善
徳
寺
憧
銃
直
シ
新
シ
ク
出
米

□口
、
鋳
物
師
福
野
永
井
藤
吉

（中
略
）

宝
暦
十
二
壬
午
年

（中
略
）

四
月
廿
二
日
治
夜
ヨ
リ
同
廿
八
日
日
中
マ
テ
善
徳
寺
祖
師
上
人
五
百
年
忌
大
法
会
御
執
行
、
現
住

一
位
殿
欣
求
院
卜
号
ス
、
御
儀
式
御
本
山
へ
御
願
之
通
り
御
免
許
、
則
行
堂
音
楽
之
僧
ハ
勢
州
桑

名
之
楽
人
倍
御
本
山
ヨ
リ
御
雇
ニ
テ
御
下
シ
被
成
、
外
之
御
坊
二
超
越
之
御
法
事
ニ
テ
、
隣
国
迄

伝
聞
、
加
越
能
三
ヶ
国
ハ
不
及
巾
、
越
前
越
後
ヨ
リ
参
詣
之
者
モ
有
之
、
当
所
へ
人
込
巾
群
梨
聘

キ
事
二
候
、
然
レ
ト
モ
始
末
静
謡
無
難
二
御
満
座
被
成
、
当
所
建
始
以
来
是
程
之
群
梨
繁
昌
之
形

勢
ハ
無
之
事
二
候
、
御
法
事
中
之
義
、
委
曲
別
紙
二
相
詔
メ
候

御
中

（中
略
）

明
和
八
年
辛
卯
年

（中
略
）

五
月
七
日
御
坊
鐘
楼
再
建
之
祈
初
メ
有
リ
、
儀
式
等
御
棠
新
初
ノ
如
ク
厳
重
ナ
リ
、
又
仮
舞
台
ニ

テ
若
蔀
ノ
者
申
合
、
町
々
ヨ
リ
役
者
相
撰
ミ
出
歌
舞
伎
ヲ
輿
行
ス
、
本
朝
廿
四
孝
浄
溜
利
五
段
統

ヲ
い
た
し
、
装
束
追
具
等
見
事
ニ
テ
大
出
米
ナ
リ
、
諸
人
目
を
荒
し
見
物
セ
リ
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